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「
地
域
づ
く
り
の
第
五
の
方
法
」を

研
究
し
て
い
る

　

日
本
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
地
域

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
比
較
的
多
い

の
は
、
次
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
だ
ろ
う
。

①
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
、
他

の
地
域
の
成
功
事
例
を
踏
ま
え
て
横
展
開

し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る

②
地
域
内
の
異
端
児
や
、
地
域
外
か
ら
や

っ
て
来
た「
よ
そ
者
」が
リ
ー
ド
し
て
地

域
を
盛
り
上
げ
る

③
地
域
外
の
企
業
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る

④
地
域
内
対
話
に
よ
っ
て
、
地
域
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
た

り
、
彼
ら
の
主
体
性
を
高
め
た
り
し
て
地

域
を
盛
り
上
げ
る（
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
）

　

い
ず
れ
の
方
法
も
有
力
で
、
ど
れ
が
良

く
て
ど
れ
が
悪
い
と
は
一
概
に
言
え
な
い
。

な
お
、
以
前
の
コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
④
を
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は

「
ジ
バ
観（
詳
細
は「
と
ー
り
ま
か
し
」52

号
）」が
継
承
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
末
か
ら
始
め
た「
コ
ク

リ
！
２
・
０
」で
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て

と
異
な
る「
地
域
づ
く
り
の
第
五
の
方

法
」を
研
究
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
地
域

内
×
地
域
外
」の
メ
ン
バ
ー
で
２
～
３
日

に
わ
た
っ
て
対
話
を
行
う
場
創
り
の
メ
ソ

ッ
ド
だ
。
し
か
も
、
そ
の
場
の
参
加
者
に

は
、
い
っ
た
ん「
未
分
化
」の
状
態
を
通

過
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、「
集
合
的
な
ひ

ら
め
き
」を
生
み
出
す
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
も
ら
う（
詳
し
い
説
明
は
4
～
７

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

そ
の
手
法
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
い
の

は
、「
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
の
使
命

に
従
っ
て
、
持
続
的
・
主
体
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
合
い
、
そ
の
地
域
ら
し
い
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」で
あ
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

地
域
の
底
に
眠
る
願
い
や
希
望
を「
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
」と
し
て
共
有
し
な
が
ら
、
地

域
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

し
、
皆
で
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

他
地
域
の
成
功
事
例
を
む
や
み
に
参
考

に
せ
ず
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
だ
け
に
頼
ら
ず
、

単
な
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
線
を

画
す
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
手
法
を
生
み

出
す
こ
と
で
、
地
域
づ
く
り
を
一
層
豊
か

に
し
た
い
。
そ
れ
が
コ
ク
リ
！
２
・
０
の

研
究
メ
ン
バ
ー
の
想
い
だ
。

地域と世界を進化させる
社会変容技法の科学
島根県海士町・宮崎県新富町

コクリ！メソッド
２０１８
私たちじゃらんリサーチセンター（JRC）は、2011年から

「地域コ・クリエーション研究」（旧・地域イノベーション研究）を行ってきた。
現在は「コクリ！プロジェクト」と名前を変え、
さらに2016年末からは「コクリ！２・０」に進化を遂げている。
今回は、島根県海士町・宮崎県新富町の事例を示しながら、
その研究と方法論の現在地を紹介する。
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日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

﹁
あ
り
が
と
う
﹂の
意
。

と
ー
り
ま
か
し
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図1 コクリ！プロジェクトの歴史

コクリ！プロジェクトは、地域コ・クリエーションから
全国コミュニティに進化した後、コクリ！2.0になって、
改めて「地域」に戻ってきた。しかし、コクリ！2.0は、
地域コ・クリエーションと比較すると、大きく進化し
た点がいくつもある。

地域の共創を促す
地域

コ・クリエーション

1STEP

各地域や都市の
多様なメンバーがつながる
全国コミュニティ

2STEP

地域のまるごと変容を実現する

コクリ！2.0
3STEP

進
化
！
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①「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
創
造

　

実
証
実
験
を
行
う
各
地
域
に
、
自
ら
変

わ
り
続
け
る
力
を
備
え
た「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」を
創
る
こ
と

②「
コ
ク
リ
！
文
化
」の
醸
成

　

コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー（
コ
ク
リ
！
に
積

極
的
に
出
席
す
る
メ
ン
バ
ー
）を
中
心
に
、

豊
か
な「
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
文
化
」

を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
る
こ
と

③「
社
会
の
進
化
」の
創
発

　

コ
ク
リ
！
の
場
の
参
加
者
全
員
で
集
合

的
な
ひ
ら
め
き
を
生
み
出
し
、「
社
会
の

進
化
」を
起
こ
す
こ
と

　

こ
の
中
で
、
コ
ク
リ
！
２
・
０
が
最
も

重
視
し
て
い
る
の
は「
社
会
の
進
化
」の

創
発
だ
。
し
か
し
、
そ
の
根
本
は「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」と「
コ
ク
リ
！
文
化
」に

あ
る
た
め
、
こ
の
２
つ
を
創
る
こ
と
に
つ

い
て
も
決
し
て
手
を
抜
く
こ
と
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る「
コ
ク
リ
！
の

場
」は
、
通
常
２
泊
３
日
で
行
い
、
そ
の

大
部
分
は
対
話
の
時
間
だ
。
コ
ク
リ
！
メ

ン
バ
ー
だ
け
の
場
を
開
く
こ
と
も
あ
る
が
、

コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
が
各
地
域
に
赴
き
、

「
地
域
の
方
々
＋
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
」

で
対
話
す
る
場
を
創
る
こ
と
が
多
い
。

　

な
お
、「
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
」は
多
彩

で
、
地
域
行
政
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
官
僚
・
企
業
・
教
育
機
関
・
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
い
っ
た

多
様
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
っ
た
方
々
が

　

な
お
、
コ
ク
リ
！
２
・
０
は
、
嘉
村
賢

州
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

場
と
つ
な
が
り
ラ

ボhom
e's vi

代
表
理
事
、
東
京
工
業
大

学
特
任
准
教
授
）、
太
田
直
樹
さ
ん（
前

総
務
大
臣
補
佐
官
・N

ew
 Stories

代

表
）、
橋
本
洋
二
郎
さ
ん（
株
式
会
社

T
oB

eings
代
表
取
締
役
社
長
）、
山
崎

繭
加
さ
ん（
華
道
家
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ

ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー 

特
任
編
集
委
員
）、
太
刀

川
英
輔
さ
ん（N

O
SIG

N
E

R
代
表
・
慶

應
Ｓ
Ｄ
Ｍ
特
別
招
聘
准
教
授
）と
い
っ
た

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
進
め
て
い
る
。

海
士
町
・
新
富
町
な
ど
で

５
つ
の
実
証
実
験
を
行
っ
た

　

コ
ク
リ
！
２
・
０
で
行
っ
て
い
る
こ
と

は
、
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
研
究
：
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
毎
週
の
よ
う

に
集
ま
り
、
対
話
や
勉
強
会
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
変
容
や
社
会
変
容
を
ど
う
起
こ

せ
ば
よ
い
か
を
研
究
し
、
よ
り
良
い
仮
説

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
る（
4

～
７
ペ
ー
ジ
）。

コ
ク
リ
！
２
・
０
は
、
い
っ
た
い
何
を
目
的
に
し
て
お
り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

コ
ク
リ
！
２
・
０
の
あ
り
方
・
行
動
指
針
を
示
す「
コ
ク
リ
！
7
ヶ
条
」を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

そ
の
理
論
構
造
の
全
体
像
を
説
明
す
る
。

「
未
分
化
」を
通
過
す
る
こ
と
で

「
そ
の
地
域
ら
し
い
創
造
」が
起
こ
る

理論編

コクリ！メソッド
2018

２
０
１
６
年
末
か
ら
始
め
た

「
コ
ク
リ
！
２
・
０
」研
究
を
継
続
中

　

コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
や
活

動
は
、「
と
ー
り
ま
か
し
」32
号
・
33
号
・

38
号
・
44
号
・
49
号
で
説
明
し
て
き
た
が
、

改
め
て
簡
単
に
そ
の
歴
史
に
触
れ
る
。

　

コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
１

１
年
か
ら
の
３
年
ほ
ど
で
、
地
域
の
共
創

を
促
す「
地
域
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

を
研
究
し
た
後
、
次
の
３
年
ほ
ど
で
、
各

地
域
や
都
市
の
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
お
互

い
に
つ
な
が
っ
て
学
び
合
う
コ
ク
リ
！
キ

ャ
ン
プ
、
コ
ク
リ
！
ラ
ボ
な
ど
の「
全
国

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
醸
成
し
て
き
た
。
そ

し
て
、
２
０
１
６
年
末
か
ら
は
、
地
域
変

容
と
社
会
変
容
を
同
時
に
起
こ
す
研
究

「
コ
ク
リ
！
２
・
０
」に
入
っ
た（
図
１
）。

２
０
１
８
年
も
、
コ
ク
リ
！
２
・
０
研
究

を
継
続
し
て
い
る
。

②
実
証
実
験
：
こ
う
し
た
研
究
で
生
ま
れ

た
仮
説
を
検
証
す
る
場
と
し
て
、
２
０
１

８
年
は
５
つ
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

●
Ｇ
Ｉ
探
究
デ
イ（
３
月
）

●
コ
ク
リ
！
研
究
合
宿（
６
月
）

●
Ｇ
Ｉ
探
究
ジ
ャ
ー
ニ
ー
in
新
富
町

　
（
７
月
）

●
Ｇ
Ｉ
探
究
ジ
ャ
ー
ニ
ー
in
海
士
町

　
（
９
月
）

●
コ
ク
リ
！
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
８

　
（
11
月
）

　

今
回
の
記
事
で
は
、「
Ｇ
Ｉ
探
究
ジ
ャ

ー
ニ
ー
in
海
士
町
」と「
Ｇ
Ｉ
探
究
ジ
ャ

ー
ニ
ー
in
新
富
町
」を
詳
し
く
紹
介
す
る

（
８
～
15
ペ
ー
ジ
）。

最
も
重
視
し
て
い
る
の
は

「
社
会
の
進
化
」の
創
発
だ

　

コ
ク
リ
！
２
・
０
が
目
指
す
の
は
、
次

の
３
つ
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
だ
。
そ

こ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

集
ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
、
コ
ク
リ
！
文

化
を
形
成
す
る
中
心
的
存
在
だ
。

未
分
化
を
通
過
し
て
か
ら

集
合
的
な
ひ
ら
め
き
を
生
む

　

コ
ク
リ
！
の
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
図

２
に
示
す
理
論
・
構
造
に
基
づ
い
て
設
計

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
２
０
１
８
年
時
点

で
の
最
新
コ
ク
リ
！
メ
ソ
ッ
ド
だ
。

 

「
未
分
化
」と
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
の

「
未
分
化
細
胞
」か
ら
来
て
い
る
言
葉
で
、

自
分
の
心
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
境
界

を
取
り
外
し
て
い
く
こ
と
を
指
す
。
具
体

的
に
は
、
次
の
３
つ
が
あ
る
。

①
個
人
の
未
分
化
：
普
段
の
役
割
を
溶
か

し
、
何
に
で
も
な
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と

②
仲
間
と
の
未
分
化
：「
あ
な
た
が
わ
た

し
で
わ
た
し
が
あ
な
た
の
状
態（
自
他
非

分
離
）」に
な
っ
て
、
仲
間
た
ち
の
喜
怒

哀
楽
や
苦
し
み
な
ど
を
感
じ
取
る
こ
と

③
シ
ス
テ
ム
と
の
未
分
化
：
世
界
や
シ
ス

テ
ム
の
一
部
と
し
て
、
世
界
の
声
、
歴
史

や
未
来
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と

　

コ
ク
リ
！
の
場
の
ス
テ
ッ
プ
１
は
、
参

加
者
に
こ
の
３
種
類
の
未
分
化
を
通
過
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

続
く
ス
テ
ッ
プ
２
の
目
的
は
、
未
分
化

状
態
に
な
っ
た
参
加
者
た
ち
が
、
対
話
の

中
か
ら「
集
合
的
な
ひ
ら
め
き
」を
生
み

出
し
、
そ
の
ひ
ら
め
き
を「
社
会
の
進
化
」

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
だ
。
コ
ク
リ
２
・

コ
ク
リ
！ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要
２
０
１
８

コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
法
２
０
１
８

図2  コクリ！メソッド2018 （GIを探究するコ・クリエーションプロセス）
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し
て
み
た
り
す
る
の
だ
。

　

コ
ク
リ
！
２
・
０
で
は
、
こ
こ
で「
進

化
思
考
」と
い
う
手
法
を
活
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
生
物
の
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
発

想
の
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
に
応
用
し
て
、「
人

の
創
造
性
を
高
め
、
社
会
が
変
わ
る
よ
う

な
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
人
を
増
や
そ

う
」と
す
る
画
期
的
な
方
法
で
、
コ
ク

リ
！
２
・
０
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
・

太
刀
川
英
輔
さ
ん
が
新
た
に
生
み
出
し
た

も
の
だ
。「
系
統
的
思
考
」「
擬
態
的
思
考
」

「
変
形
的
思
考
」と
い
っ
た
思
考
ツ
ー
ル

を
状
況
に
応
じ
て
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、

価
値
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て
い
く
。

進
化
思
考
を
上
手
に
使
え
ば
、
集
合
的
な

ひ
ら
め
き
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

０
で
は
、
こ
の
集
合
的
な
ひ
ら
め
き
を

「
Ｇ
Ｉ（
ジ
ェ
ネ
レ
イ
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
テ
ン

シ
ョ
ン
）」と
い
う
造
語
で
呼
ん
で
い
る
。

大
き
な
社
会
の
進
化
を
起
こ
す
た
め
の

「
G
I
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」が
、
コ
ク
リ
！

の
場
の
最
も
大
き
な
目
的
で
あ
る
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
う
し
た
コ
ク
リ
！

の
場
を
経
験
す
る
と
、
参
加
者
や
地
域
に

は
次
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る
。

コ
ク
リ
！
２
・
０
の
効
果

□
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
使
命
を
知
る

□
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
が
湧
い
て
く
る

□
安
全
安
心
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
る

□
と
も
に
進
化
す
る
同
志
が
で
き
る

□
チ
ャ
レ
ン
ジ
文
化
が
生
ま
れ
る

□
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
深
い
愛
情
を

抱
く
よ
う
に
な
る

□
地
域
の
底
に
眠
る
願
い
や
希
望
を
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
共
有
す
る
よ
う
に
な
る

□
地
域
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
を
自

ら
生
み
出
し
て
皆
で
実
行
す
る
よ
う
に

な
る

　

こ
う
し
た
効
果
が
出
る
の
は
、
参
加
者

が
未
分
化
の
状
態
を
通
過
し
て
か
ら
、
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
か
ら
だ
。
い
っ
た

ん
未
分
化
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
と
地

域
の
底
に
眠
る
感
情
・
想
い
に
気
づ
き
、

「
自
分
ら
し
い
使
命
」や「
そ
の
地
域
ら
し

さ
あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア
」を
発
見
・
創
造
・

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

こ
の
全
体
構
造
は
、
コ
ク
リ
！
の
参
加

者
に
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
あ
り
方
・

行
動
指
針
を
示
す「
コ
ク
リ
！
7
ヶ
条
」

の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ

か
ら
は
コ
ク
リ
！
7
ヶ
条
を
ベ
ー
ス
に
、

場
の
構
造
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
く
。

       

①
自
己
探
究

一
、
自
分
の「
根
っ
こ
」と
つ
な
が
る

　

コ
ク
リ
！
７
ヶ
条
の
１
つ
目
は
、「
自

分
の『
根
っ
こ
』と
つ
な
が
る
」だ
。

　
「
根
っ
こ
」と
は
、
私
た
ち
の
源
で
あ

り
、
生
ま
れ
て
き
た
意
味
、
自
分
の
使
命

だ
。
私
た
ち
は
、
普
段
は
自
分
の
根
っ
こ

を
意
識
せ
ず
に
生
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、

コ
ク
リ
！
の
場
で
は
、
参
加
者
に
根
っ
こ

と
つ
な
が
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
最
初
に

必
ず
、
普
段
の
役
割
を
い
っ
た
ん
横
に
置

い
て
、
心
の
深
い
部
分
に
あ
る
願
い
・
祈

り
・
苦
し
み
・
葛
藤
な
ど
と
静
か
に
向
き

合
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
自
分

の
根
っ
こ
を
探
る
時
間
を
用
意
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
分
か
り
や
す
く
言
い
換
え
れ

ば
、「
自
己
探
究
」の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
の
想
い
や
、

新
た
な
自
分
の
使
命
に
気
づ
く
こ
と
が
、

こ
の
後
の
自
己
変
容
、
信
頼
構
築
、
Ｇ
Ｉ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
大
き
な
影
響
を

与
え
う
る
。

②
自
己
変
容　

二
、
恐
れ
を
超
え
て
、

　
　
未
知
に
踏
み
出
そ
う

　

コ
ク
リ
！
２
・
０
が
最
も
重
視
す
る
こ

と
の
１
つ
に
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の

「
自
己
変
容
」が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
個

人
が
安
全
地
帯
を
抜
け
出
し
て
、
未
知
の

自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
予
想
だ
に
し

な
い
未
来
の
自
分
」に
出
会
っ
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
変
容
・
社
会
変
容
の
大
き
な

力
と
な
る
か
ら
だ
。「
恐
れ
を
超
え
て
、

未
知
に
踏
み
出
そ
う
」は
、
コ
ク
リ
！
が

極
め
て
大
事
に
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　

私
た
ち
は
よ
く
、
地
域
が
変
わ
る
、
社

会
が
変
わ
る
と
い
う
が
、
実
際
は「
個
人

が
変
わ
る
」の
だ
。
地
域
変
容
・
社
会
変

容
は
、
個
人
変
容
の
積
み
重
ね
で
し
か
あ

り
え
な
い
。
一
見
遠
回
り
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
一
人
ひ
と
り
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
、
実
は
地
域
の「
変
わ
り
続
け

る
力
」を
高
め
る
こ
と
に
直
結
す
る
。

③
信
頼
構
築

三
、
仲
間
と「
根
っ
こ
」で
つ
な
が
る

　

コ
ク
リ
！
の
場
で
は
、
自
分
の
根
っ
こ

の
想
い
を
仲
間
た
ち
と
共
有
す
る「
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
」の
時
間
を
長
め
に
取

っ
て
い
る
。
コ
ク
リ
！
７
ヶ
条
の
３
つ
目
、

「
仲
間
と『
根
っ
こ
』で
つ
な
が
る
」こ
と

が
、
そ
の
主
な
目
的
だ
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
コ
ク
リ
！
２
・
０
で

は
、
自
己
探
究
・
自
己
変
容
に
加
え
て
、

「
信
頼
構
築
」も
同
時
に
行
う
の
だ
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
た
ち
は
単
に
仲

良
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
２
泊
３
日
の
短

期
間
で
、「
と
も
に
進
化
す
る
同
志
」に
な

っ
て
い
く
。

　

ど
の
よ
う
な
地
域
も
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

の
信
頼
構
築
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
多
い
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
た

め
に
、
地
域
を
変
え
る
動
き
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
い
う
話
も
よ
く
耳
に
す
る
。
コ

ク
リ
！
の
場
で
は
、
そ
の
信
頼
構
築
を
互

い
に
自
己
探
究
し
な
が
ら
行
う
。
そ
う
す

る
と
、
強
く
深
い
絆
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

こ
れ
が
、
地
域
変
容
の
原
動
力
に
な
る
。

　

ま
た
、
自
己
変
容
を
す
る
と
、
地
域
で

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
ア
イ
ツ
は

変
わ
っ
た
・
成
長
し
た
」と
い
う
言
葉
は
、

地
域
で
は
明
確
な
プ
ラ
ス
だ
。
地
域
内
の

信
頼
構
築
が
十
分
な
ら
、
た
っ
た
一
人
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
変
容
が
広
く
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
自
己

変
容
と
信
頼
構
築
を
同
時
に
進
め
る
こ
と

に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

　

コ
ク
リ
！
の
場
の
場
合
、
そ
れ
を
地
域

外
の
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
も
加
え
て
行
う

た
め
、
よ
り
面
白
く
、
刺
激
的
で
、
複
雑

な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

④
思
考
以
外
の
知
恵
の
活
用

四
、「
身
体
の
声
」は
可
能
性
の
扉

　

コ
ク
リ
！
２
・
０
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

身
体
を
使
う
ワ
ー
ク
が
数
多
く
入
っ
て
い

る
。
多
様
な
身
体
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
参

加
者
は
身
体
感
覚
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

コ
ク
リ
！
の
場
の
大
き
な
特
徴
だ
。

　

な
ぜ
身
体
ワ
ー
ク
が
多
い
か
と
言
え
ば
、

「
身
体
の
声
」、
つ
ま
り
身
体
か
ら
湧
き
出

て
く
る
喜
び
・
楽
し
み
・
幸
せ
・
違
和
感
・

恐
れ
・
不
安
・
怒
り
と
い
っ
た
感
情
に
気

づ
く
こ
と
が
、
自
分
を
変
え
、
未
知
に
踏

み
出
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
だ
か
ら

だ
。
ま
さ
に
、「『
身
体
の
声
』は
可
能
性

の
扉
」な
の
で
あ
る
。

⑤
シ
ス
テ
ム
セ
ン
シ
ン
グ

五
、
自
分
を
巡
る
大
き
な
環
に

　
　

想
い
を
馳
せ
よ
う

　

コ
ク
リ
！
の
場
で
は
、「
自
分
を
巡
る

大
き
な
環
に
想
い
を
馳
せ
よ
う
」と
い
う

言
葉
の
も
と
、
先
人
が
紡
い
で
き
た
歴
史

や
遠
い
未
来
を
感
じ
る
時
間
も
多
く
設
け

て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
智

慧
か
ら
生
ま
れ
た「
７
世
代
ワ
ー
ク
」は
、

７
世
代
先
の
未
来
人
に
な
り
き
り
、
現
代

人
と
対
話
し
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
だ
。

　

こ
う
し
た
時
間
を
経
て
、
参
加
者
は
自

分
が
命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
る
こ
と
、

長
い
時
間
の
流
れ
の
中
で
生
き
て
い
る
こ

と
、
生
命
・
自
然
・
経
済
・
産
業
の
す
べ

て
が
つ
な
が
り
、
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
改
め
て
気
づ
く
。
根
っ

こ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
一
方
で
自

分
や
地
域
を
包
む
大
き
な
シ
ス
テ
ム
全
体

を
感
じ
取
る（
シ
ス
テ
ム
セ
ン
シ
ン
グ
す

る
）こ
と
で
、
自
分
の
使
命
が
明
確
に
見

え
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

⑥
Ｇ
Ｉ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

六
、
集
合
的
無
意
識
の
な
か
に
、

　
　

次
の
時
代
の
う
ね
り
が
あ
る

七
、
信
じ
る
世
界
を
、
体
現
し
よ
う

　

自
己
探
究
・
自
己
変
容
・
信
頼
構
築
・

思
考
以
外
の
知
恵
の
活
用
・
シ
ス
テ
ム
セ

ン
シ
ン
グ
を
行
っ
た
ら
、「
集
合
的
な
ひ

ら
め
き
＝
Ｇ
Ｉ
」を
生
み
出
す
時
間
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、「
集
合
的
無
意

識
の
な
か
に
、
次
の
時
代
の
う
ね
り
が
あ

る
」こ
と
を
感
じ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

う
ね
り
を
感
じ
る
た
め
に
は
、
多
数
の

人
々
の
無
意
識
の
願
い
・
祈
り
・
苦
し
み
・

葛
藤
、
つ
ま
り「
時
代
の
声
な
き
声
」に

じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
ほ
か
に
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
う
ね
り
は
、
確
か
に
そ
こ
に

あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
ま
だ
言
葉
や
概
念
に

は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

う
ね
り
を
感
じ
取
っ
た
と
思
っ
た
ら
、

集
合
的
な
ひ
ら
め
き
を
形
に
す
る
フ
ェ
ー

ズ
に
入
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
や
コ
ン
セ
プ
ト

を
創
っ
た
り
、
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
で
試

コクリ！の場の大部分は対話の場

コクリ！２.０では身体ワークをよく行う

一度の場で、これだけの「集合的なひらめき」が生まれる
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場所 島根県隠岐郡海士町　
日時 2018年9月14日～16日
参加者 コクリ！メンバー約30名、
 海士町メンバー約30名

場所 宮崎県児湯郡新富町　
日時 2018年7月14日～16日
参加者 コクリ！メンバー約30名、
 新富町メンバー約20名

2018年9月、隠岐諸島の1つ・中ノ島の島
根県海士町で、「GI探究ジャーニーin海士町

（第2回コクリ！海士）」を開催した。2017年
4月の「第1回コクリ！海士」に続く、海士町
での2回目の場だ（第1回は「とーりまかし」
49号に掲載）。町外から参加したコクリ！メ
ンバー約30名と、海士町内のメンバー約30
名が集まって対話を行った。

2018年7月、宮崎県新富町で「GI探究ジャ
ーニーin新富町」を開催した。新富町は、
2017年に地域商社「こゆ財団」が立ち上が
り、盛り上がりを見せる町だ。こゆ財団は1
粒1000円の国産ライチの販路開拓や、起
業家育成塾などを次々に行って、全国から
注目されている。その新富町メンバーにコ
クリ！メンバーが加わって対話を重ねた。

1日目～2日目午前
海士と仲間と自分の旅路を辿り、

「今」に飛び込む

1日目～2日目午前
新富町と出会う＋仲間と出会う
＋進化のヒント探し

1日目は、コクリ！メンバーが昼に海士町に到
着した後、午後に「ストーリーテリング」の時間
を取った。5～6名が1チームとなって、仲間に
自分の「根っこ」を語ることで、自分と仲間の「根
っこ」につながり、恐れを超えて未知に踏み出
すワークだ。2日目の午前中は、いくつかに分
かれて海士町のフィールドワークを行った。コ
クリ！メンバーが海士の仲間の「今」に飛び込
んで対話し、仲間の「根っこ」へのつながりを
深めていった。
一、自分の「根っこ」とつながる　　
二、恐れを超えて、未知に踏み出そう
三、仲間と「根っこ」でつながる

1日目は、オープニングゲームの水鉄砲合戦を
した後、新富町のライチ農家（森緑園）、ピー
マン農家（福山農園）、日本茶専門店（新緑園）
を巡った。2日目の午前中は5～6名のチーム
で、新富町のフィールドワークを実施。午後は、
コクリ！メンバーの1人・恵子さん（土屋恵子さ
ん）のファシリテーションで、未知の自分を見
つめたり、過去に見た夢から自分の未知の部
分を理解したりする「未分化ワーク」を行って、
自分や仲間の「根っこ」とつながり、未知に踏
み出していく準備をした。
一、自分の「根っこ」とつながる　　
二、恐れを超えて、未知に踏み出そう
三、仲間と「根っこ」でつながる　　
四、「身体の声」は可能性の扉

島根県海士町で2回目のコクリ！の場
コクリ！メンバー約30名と海士町メンバー約30名が
3日間にわたって対話した。

2017年の「こゆ財団」設立で盛り上がる
宮崎県新富町でも
コクリ！の場を新たに開催した。

２
０
１
８
年
に
コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
っ
た
５
つ
の
実
証
実
験
の
う
ち
、

地
域
で
コ
ク
リ
！
２
・
０
の
理
論
を
試
し
た
の
は
、
こ
の
２
つ
の
事
例
だ
。

そ
の
概
要
と
流
れ
を
ご
く
簡
潔
に
紹
介
す
る
。

海
士
町
と
新
富
町
の
２
地
域
で

コ
ク
リ
！
２・
０
の
実
証
実
験
を
行
っ
た

実践編

コクリ！メソッド
2018

GI探究ジャーニー
in

海士町

GI探究ジャーニー
in

新富町

島根県

宮崎県

あまちょう

しんとみちょう

2日目午後
潮目を捉え、進化する

3日目
その先に向けて

2日目の午後は、コクリ！メンバーの1人・ゆか
さん（齊藤由香さん）のファシリテーションで、

「身体ワーク」や「7世代ワーク」などを実施し、
システムを感じ取った後、英輔さんの案内で各
自が「進化思考ワーク」に取り組み、GIクリエ
ーションを起こしていった。
四、「身体の声」は可能性の扉
五、 自分を巡る大きな環に想いを馳せよう
六、 集合的無意識のなかに、
 次の時代のうねりがある
七、 信じる世界を、体現しよう

3日目は、2日間を振り返りながら、お互いの
今とこれからについて、チームメンバーとダイ
アログ。その後、プロアクションカフェ（具体
的なアクションを生み出すための対話の場）を
行い、それぞれがこの3日間で創造したアイデ
アやプロジェクトを応援しあった。
二、 恐れを超えて、未知に踏み出そう
三、 仲間と「根っこ」でつながる
七、 信じる世界を、体現しよう

2日目夕方～夜
どっぷり潜って浮上＋こゆ夜市

3日目
GI探究

2日目の夕方は、「社会の進化を探究するワー
ク」や「進化の歴史に想いを馳せるワーク」を行
って、参加者に世界システム全体を感じてもら
うと同時に、GIクリエーションに入っていった。
また、その夜は、こゆ財団が開催する「こゆ夜
市」を楽しみ、仲間たちと親交を深めた。
五、 自分を巡る大きな環に想いを馳せよう
六、 集合的無意識のなかに、
 次の時代のうねりがある　　
七、 信じる世界を、体現しよう

3日目は、「GI探究」と題して、一人ひとりにGI
を探究したり、自己変容の第一歩を踏み出し
たりしてもらった。
二、 恐れを超えて、未知に踏み出そう
三、 仲間と「根っこ」でつながる
七、 信じる世界を、体現しよう

コクリ！プロジェクトでは、基本的にニックネームで呼び合うことにしてい
るため、記事でも「ニックネーム（本名）」という書き方にしている。
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―
２
回
目
の
コ
ク
リ
！
の
場
を
通
し
て
、

３
人
に
は
何
か
個
人
的
な
自
己
変
容
が
あ

り
ま
し
た
か
？

英
治　

僕
は
１
回
目
の
コ
ク
リ
！
海
士
が

き
っ
か
け
で
、
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
海

士
町
に
妻
と
息
子
と
「
親
子
島
留
学
」
を

し
て
い
ま
す
。
２
回
目
に
も
そ
ん
な
大
き

な
自
己
変
容
が
起
き
た
ら
大
変
（
笑
）。

今
回
は
特
に
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
海
士
町
に
移
住
し
た
こ
と

で
気
づ
い
た
こ
と
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
東
京
だ
と
帰
宅
が
夜
の
０
時
を

回
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
が
、
海
士

町
で
は
珍
し
い
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

東
京
で
の
生
活
が
い
か
に
異
様
だ
っ
た
か

が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
ず
っ
と
東
京
に
い

た
ら
、
こ
の
こ
と
に
は
気
づ
け
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
海
士
町
に
越
し
て
き
た
こ
と

で
、
自
分
の
セ
ン
サ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
。

べ
っ
く　

僕
は
こ
の
２
０
１
８
年
９
月
に
、

自
分
の
経
営
す
る
会
社
の
社
名
を
「
風
と

土
と
」
に
変
え
、
従
来
の
地
域
づ
く
り
事

業
・
人
材
育
成
事
業
に
加
え
て
、
新
た
に

出
版
事
業
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
第
１
回
の
コ
ク
リ
！
海
士
で
英
治
さ

ん
と
出
会
っ
て
、
海
士
町
で
「
な
い
も
の

は
な
い
大
学
出
版
会
」
を
始
め
よ
う
と
２

人
で
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ

た
ア
イ
デ
ア
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
僕
と

僕
の
会
社
も
、
コ
ク
リ
！
の
場
か
ら
大
き

な
変
容
を
起
こ
し
ま
し
た
。
今
は
、
そ
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

お
か
べ　

私
は
今
回
、「
追
求
し
た
い
使

命
」
を
発
見
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
今
回
の
コ
ク
リ
！
の
場

の
２
日
目
に
、
私
が
２
０
１
５
年
に
海
士

町
に
来
て
す
ぐ
に
植
え
た
み
か
ん
の
木
を

見
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
、

そ
の
木
は
み
か
ん
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、

周
囲
に
は
、
同
時
期
に
植
え
ら
れ
た
の
に

ま
だ
実
が
成
っ
て
い
な
い
木
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て
、
み
か
ん
の
木
は
人
に

似
て
い
る
、
み
か
ん
畑
は
ま
ち
に
似
て
い

る
と
感
じ
た
ん
で
す
。

　

み
か
ん
の
木
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち

も
、
花
を
咲
か
せ
た
り
、
実
を
成
ら
せ
た

り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

海
士
町
の
地
域
づ
く
り
を
す
る
私
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
無
理
に
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
が
で
き
る
の
は
、

一
人
ひ
と
り
が
花
を
咲
か
す
タ
イ
ミ
ン
グ
、

実
を
成
ら
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
、

応
援
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ

と
だ
け
。
つ
ま
り
、
私
は
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
よ
り
、「
庭
づ
く
り
」
を
し
て
い
る

ん
だ
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

地
域
と
い
う
庭
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
花

が
咲
き
、
実
が
成
る
よ
う
に
、
焦
ら
ず
に

丁
寧
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ナ
ー

を
務
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

英
治　

僕
が
経
営
す
る
英
治
出
版
の
『
自

己
革
新
』（
ジ
ョ
ン
・
W
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
）

と
い
う
本
に
、
こ
ん
な
一
節
が
あ
り
ま
す
。

「
永
続
的
に
革
新
す
る
社
会
の
適
切
な
イ

メ
ー
ジ
は
、
庭
園
全
体
や
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
水
槽
な
ど
の
閉
じ
た
生
態
系
で
あ
る
。

あ
る
も
の
は
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
あ
る
も

の
は
繁
栄
し
、
さ
ら
に
他
の
も
の
は
死
に

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
シ
ス
テ
ム
は
生
き
て

「
地
域
づ
く
り
は
庭
づ
く
り
だ
」

と
気
づ
い
た

い
る
の
だ
」。
お
か
べ
ち
ゃ
ん
の
「
地
域

づ
く
り
＝
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
思
い
ま
す
。

10
年
で
一
番
贅
沢
な
食
事
を

提
供
し
た
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
食
堂
」

―
お
か
べ
ち
ゃ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
づ
く
り
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
か
べ　

例
え
ば
、
今
回
の
場
の
１
日
目

の
夜
、
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
を

も
て
な
し
た
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
食
堂
」
は
、

組
み
合
わ
せ
が
う
ま
く
い
っ
た
例
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
ま
ち
ゃ
ん
食
堂
は
、
第
1
回

コ
ク
リ
！
海
士
の
と
き
に
、
海
士
町
で
学

校
給
食
を
つ
く
る
小
田
川
さ
ん
（
小
田
川

啓
子
さ
ん
）
が
中
心
と
な
っ
て
生
み
出
し

た
ア
イ
デ
ア
で
、
海
士
の
食
材
だ
け
で
つ

く
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
食
堂
を
始
め
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

小
田
川
さ
ん
は
、
海
士
の
子
ど
も
た
ち

に
海
士
の
食
材
を
中
心
と
し
た
給
食
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
、
で
き

た
ら
島
民
の
皆
さ
ん
に
も

そ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
、
海
士
や
日
本
の
魚
食

文
化
を
守
り
た
い
と
い
う

想
い
を
も
っ
た
海
士
町
漁

協
の
ふ
っ
じ
ー
さ
ん
（
藤

澤
裕
介
さ
ん
）
を
組
み
合

わ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
加
速
的
に
進
み
、
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ

ー
の
皆
さ
ん
に
海
士
町
食
材
を
使
っ
た
料

理
を
振
る
舞
う
一
夜
限
り
の
「
あ
ま
ち
ゃ

ん
食
堂
」
が
実
現
し
た
の
で
す
。

べ
っ
く　

あ
の
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
食
堂
」
の

食
事
は
、
僕
が
海
士
町
に
い
る
10
年
間
で

一
番
贅
沢
で
し
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
、 「
コ
ク
リ
！
だ
か
ら
こ
こ
ま
で

や
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

お
か
べ　

そ
の
後
、
あ
ま
ち
ゃ
ん
食
堂
に

は
別
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
も
声
が
か
か
っ
て

い
て
、
彼
ら
は
現
在
、
実
際
に
お
店
を
持

つ
こ
と
も
見
据
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
場
で
、
彼
ら
は
そ
の
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
ん
で
す
。

海
士
町
内
の
つ
な
が
り
も

圧
倒
的
に
増
え
た

―
周
囲
の
変
化
で
、
何
か
気
づ
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

英
治　

２
回
開
催
し
た
最
も
大
き
な
効
果

は
、
海
士
町
内
の
メ
ン
バ
ー
と
町
外
の
コ

ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
と
の
つ
な
が
り
が
、
さ

ら
に
強
ま
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、
海
士
町
メ
ン
バ
ー
の
活
動

量
が
高
ま
る
兆
し
が
見
え
ま
す
。

べ
っ
く　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
僕
が
見
る

限
り
、
２
回
の
コ
ク
リ
！
の
お
か
げ
で
、

海
士
町
内
に
「
外
の
誰
か
に
頼
れ
る
人
」

が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
た
な
海
士

の
強
み
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
け
い
す
け
く
ん
（
大
野
佳
祐

さ
ん
・
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）
は
、
直
樹
さ
ん
（
太
田
直
樹

さ
ん
・
前
総
務
大
臣
補
佐
官
）
た
ち
が
立

ち
上
げ
た
新
た
な
教
育
の
実
験
場
「
土
ラ

ボ
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ

と
が
い
く
つ
も
出
て
き
ま
し
た
。

お
か
べ　

地
域
は
、
自
分
の
弱
み
を
見
せ

に
く
く
、
何
か
し
よ
う
と
し
た
時
に
誰
か

を
頼
る
の
も
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
コ
ク
リ
！
で
は
、
自
分
の
弱
さ

を
さ
ら
け
出
せ
ま
す
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
時
に
仲
間
の
皆
さ
ん
を
頼
っ
て
よ
い
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
場
は
地
域

に
と
っ
て
貴
重
で
す
。

べ
っ
く　

あ
と
、
コ
ク
リ
！
の
場
を
通
し

て
、
海
士
町
内
の
つ
な
が
り
も
圧
倒
的
に

増
え
ま
し
た
。例
え
ば
、僕
は
澤
さ
ん（
澤

正
輝
さ
ん
・
隠
岐
島
前
教
育
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
）
と
親

し
く
な
れ
ま
し
た
。
海
士
町
メ
ン
バ
ー
は
、

皆
そ
う
い
っ
た
出
会
い
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
海
士
町
メ
ン
バ
ー
の
自
己

変
容
も
た
く
さ
ん
起
き
て
い
て
、
一
例
を

英治さん（原田英治さん）

べっく（阿部裕志さん）

変容ポイント①

一人ひとりが
自分の使命を知る
コクリ！の場に何度か参加すると、
多くの人が自分の使命を新たに見
つけたり、自分の使命をより明確
にしたりする。例えば、べっくは
第1回コクリ！海士で、英治さんと

「ないものはない出版会」を立ち上
げるアイデアを考え、英治さんの
協力のもと、1年後にそれを実行
した。おかべちゃんは今回、「コミ
ュニティ・ガーデニング」という自
分の新たな使命を見つけた。コク
リ！の場では、こうした自己探究・
自己変容がいくつも起きている。

変容ポイント②

地域らしさあふれる
アイデアを自ら生み出して
皆で実行するようになる
あまちゃん食堂の事例で重要なのは、
地域のメンバーが結びつき、主体的
に行動を起こして、「地域らしさあふれ
るアイデア」を形にしたことだ。小さな
一歩であっても、自分たちの手で前に
進むことが、今後の大きな力になる。

GI探究ジャーニーin海士町で開かれた「あまちゃん食堂」

海
士
町
で
は
、
２
０
１
７
年
４
月
と
２
０
１
８
年
９
月
に
コ
ク
リ
！
の
場
を
２
回
、
開
催
し
た
。

そ
の
成
果
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。
海
士
町
側
の
主
催
チ
ー
ム
の
２
人（
べ
っ
く
・
お
か
べ
ち
ゃ
ん
）と

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
海
士
町
に
住
む
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
の
英
治
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

２
回
の
コ
ク
リ
！
で

外
に
頼
れ
る
人
が
海
士
町
に
増
え
た

海士町
対談

コクリ！メソッド
2018
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挙
げ
る
と
、青
さ
ん（
青
山
敦
士
さ
ん
）は
、

コ
ク
リ
！
が
な
か
っ
た
ら
、
マ
リ
ン
ポ
ー

ト
ホ
テ
ル
海
士
の
社
長
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ク
リ
！
は
、

そ
う
い
っ
た
人
生
の
岐
路
に
い
ろ
い
ろ
と

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

個
人
と
個
人
が
仲
良
く
な
る
と

地
域
の
力
が
高
ま
る

べ
っ
く　

海
士
町
に
と
っ
て
は
、
英
治
さ

ん
が
親
子
島
留
学
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
影
響
も
、
と
て
も
大
き
い
で
す
。
海
士

町
に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
？

英
治　

改
め
て
、「
個
人
と
個
人
が
つ
な

が
る
こ
と
の
重
要
性
」
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
海
士
町
は
町
外
と
の
交
流
が
盛
ん
だ
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
海
士
町

の
誰
か
と
、
町
外
の
誰
か
の
つ
な
が
り
の

積
み
重
ね
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
、

海
士
町
自
体
が
、
個
人
と
個
人
の
つ
な
が

り
の
積
み
重
ね
で
で
き
て
い
ま
す
。
最
近
、

そ
れ
が
よ
く
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
説
明
に
は
、「
ト
ラ
ン
ザ
ク

テ
ィ
ブ
・
メ
モ
リ
ー
」
と
い
う
概
念

を
使
う
と
早
い
と
思
い
ま
す
。
入
山

章
栄
さ
ん
の
『
世
界
の
経
営
学
者
は

い
ま
何
を
考
え
て
い
る
の
か
』（
英

治
出
版
）
に
出
て
く
る
言
葉
で
す
。

　

ト
ラ
ン
ザ
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
モ
リ
ー

と
は
、
僕
の
理
解
で
は
「
組
織
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
メ
ン
バ
ー
が
何

を
知
っ
て
い
る
か
、
何
に
詳
し
い
か
、
何

が
得
意
な
の
か
」
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、「
あ
の
魚
の
こ
と
な
ら
、

○
○
さ
ん
に
聞
け
ば
い
い
」「
コ
ー
ヒ
ー

の
こ
と
は
△
△
さ
ん
が
詳
し
い
」
と
分
か

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
経
営
学
で
は
、
社

員
一
人
ひ
と
り
の
ト
ラ
ン
ザ
ク
テ
ィ
ブ
・

メ
モ
リ
ー
の
豊
富
な
組
織
ほ
ど
、
自
分
た

ち
の
組
織
の
力
を
よ
く
発
揮
で
き
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人
に
根
づ
い
た
専

門
知
識
を
、
組
織
が
効
果
的
に
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

面
白
い
の
は
、「
あ
る
程
度
の
交
際
期

間
を
経
た
カ
ッ
プ
ル
は
ト
ラ
ン
ザ
ク
テ
ィ

ブ
・
メ
モ
リ
ー
を
自
然
と
持
つ
よ
う
に
な

る
」
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
ト
ラ
ン
ザ
ク

テ
ィ
ブ
・
メ
モ
リ
ー
を
高
め
る
に
は
、
互

い
に
深
く
知
り
合
う
こ
と
が
重
要
な
ん
で

す
。
コ
ク
リ
！
の
場
は
、
個
人
と
個
人
が

「
根
っ
こ
」
で
深
く
つ
な
が
る
こ
と
で
、

海
士
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
コ
ク
リ
！
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
ト
ラ
ン
ザ
ク
テ
ィ
ブ
・
メ
モ

リ
ー
を
高
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

べ
っ
く　

僕
は
コ
ク
リ
！
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
い
る
と
安
心
で
き
る
ん
で
す
が
、
そ
れ

は
「
仲
間
と
『
根
っ
こ
』
で
つ
な
が
っ
て

い
る
」
か
ら
で
す
よ
ね
。

英
治　

僕
も
そ
う
で
、
必
ず
し
も
長
く
一

緒
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
コ
ク

リ
！
メ
ン
バ
ー
と
い
る
と
安
心
し
ま
す
。

危
機
感
ド
リ
ブ
ン
の

ま
ち
づ
く
り
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る

べ
っ
く　

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
自
分
自
身

も
含
め
て
の
話
で
す
が
、
最
近
の
海
士
町

は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
自
己
を
犠
牲
に
し

な
が
ら
進
め
る
地
域
づ
く
り
、
あ
る
い
は

危
機
感
ド
リ
ブ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
脱

却
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
は
、

一
時
的
に
は
う
ま
く
い
く
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
中
長
期
的
に
は
地
域
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
疲
弊
し
て
停
滞
し
ま
す
し
、
ま
ち

の
危
機
が
遠
ざ
か
る
と
、
動
き
が
弱
ま
っ

て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
点
、
コ
ク
リ
！
の
場
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
発
展
さ
せ
る
と
、
地
域
づ
く
り

の
持
続
性
が
高
ま
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
自
分
な
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら
、

主
体
的
に
動
く
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

そ
う
し
て
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
に
頼
ら
な
い

地
域
、
危
機
感
で
は
な
く
ビ
ジ
ョ
ン
ド
リ

ブ
ン
の
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

―
最
後
に
、
３
人
と
も
、
コ
ク
リ
！
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
割
と
長
く
関
わ
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
み
て
の
全

体
的
な
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

英
治　
『
企
業
創
造
力
』（
ア
ラ
ン
・
Ｇ
・

ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
サ
ム
・
ス
タ
ー
ン　

英
治

出
版
）
は
、
企
業
創
造
力
を
高
め
る
６
つ

の
条
件
と
し
て
、「
意
識
の
ベ
ク
ト
ル
を

合
わ
せ
る
」「
自
発
的
な
行
動
を
促
す
」「
非

公
式
な
活
動
を
認
め
る
」「
セ
レ
ン
デ
ィ

ピ
テ
ィ
を
誘
発
す
る
」「
多
様
な
刺
激
を

生
み
出
す
」「
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
性
化
す
る
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

コ
ク
リ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
さ
に

こ
の
６
つ
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

コ
ク
リ
！
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

力
を
高
め
る
方
法
」
を
磨
き
続
け
て
き
た

と
も
言
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
地
域
に
も

有
効
だ
と
、
海
士
町
で
実
証
し
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

べ
っ
く　

僕
の
場
合
、
２
０
１
６
年
秋
に

軽
井
沢
で
体
験
し
た
コ
ク
リ
！
の
場
が
自

己
変
容
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
そ
の
と
き
、

「
海
士
町
や
会
社
の
み
ん
な
と
一
緒
に
生

き
た
い
」
と
い
う
想
い
と
「
自
分
の
好
き

な
よ
う
に
生
き
た
い
」
と
い
う
想
い
に
引

き
裂
か
れ
て
い
る
自
分
に
気
づ
け
た
ん
で

す
。
あ
れ
が
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
自
分

は
燃
え
尽
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
て
英
治
さ
ん
か
ら
経
営

者
の
可
能
性
や
、
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

上
で
著
者
と
深
い
関
係
を
築
く
方
法
を
間

近
で
学
べ
る
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
、

僕
は
経
営
者
を
辞
め
、
会
社
を
畳
ん
で
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
コ
ク
リ
！
の
場
が
自
己
変

容
の
す
べ
て
と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
々
の
仕
事
や
活
動
、
あ
る
い
は
他

の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
も
、
僕
を
大
き
く

変
え
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
コ
ク
リ
！
が

な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
、
正
直
ゾ
ッ
と
し

ま
す
。
自
分
の
人
生
は
か
な
り
違
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

お
か
べ  

こ
の
２
回
の
コ
ク
リ
！

の
場
は
、
そ
も
そ
も
私
が
「
や

り
た
い
」
と
言
い
出
し
て
阿
部

に
相
談
し
、
海
士
町
メ
ン
バ
ー

の
一
人
ひ
と
り
に
会
い
に
行
っ

て
「
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？
」
と
声
を
か
け
、
実
現

さ
せ
た
も
の
で
す
。
決
し
て
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
果
的

に
は
「
圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
」
を
持
っ

て
や
り
遂
げ
た
、
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
経
験
が
、
自
分
の
大
き
な

看
板
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い

う
気
が
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
５
年
後
、

10
年
後
に
、
海
士
町
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

が
活
躍
す
る
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で
楽
し

い
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
で
す
。

コ
ク
リ
！
の
場
が
な
か
っ
た
ら

違
う
人
生
に
な
っ
て
い
た

変容ポイント③

一歩を踏み出す
勇気が湧いてくる
実は、コクリ！で対話するなかで、
人生の大きな決断をする人は少
なくない。海士町に移住した英
治さんやホテルの社長に就任し
た青山さんの他にも、コクリ！の
場で、会社を辞めて起業すること
を決心したメンバー（麻生要一さ
ん）などの例がいくつもある。コ
クリ！の場に参加すると、勇気
が湧いてくるのだ。

変容ポイント④

持続性の高い
コミュニティができ上がる
コクリ！２・0の地域づくりが他と大き
く違うのは、コクリ！の場をきっかけに
して、「持続性の高いコミュニティ」が立
ち上がることだ。一人ひとりがビジョ
ンドリブンで主体的に行動を起こすか
ら、リーダーだけに頼る組織よりも持
続性が高く、危機が去っても地域変
容が続いていく。これは大きな強みだ。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
三
田
愛

   

（
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー 

研
究
員
）

株式会社 風と土と
おかべちゃん（岡部有美子さん）
1981年、埼玉県熊谷市生まれ。中央
大学総合政策学部卒業後、IT企業に勤
務。2015年1月に、巡の環（現・風と
土と）に入社し、海士町へ移住。海士
町版地方創生総合戦略会議『明日の海
士をつくる会』事務局などのまちづくり
事業や海士町を舞台とした企業・自治
体・大学研修のコーディネート事業を担
当。隠岐民謡や祭りの笛などにもチャ
レンジ中。

英治出版株式会社 
代表取締役
英治さん（原田英治さん）
1966年、埼玉県生まれ。慶應義塾大
学卒業後、外資系コンサルティング会
社を経て、1999年に英治出版を共同
創業。創業時から「誰かの夢を応援す
ると、自分の夢が前進する」をモットー
に、応援ビジネスとして出版業を行って
いる。第一カッター興業社外取締役、
AFS日本協会評議員、アショカ・ジャ
パン アドバイザー。

株式会社 風と土と　
代表取締役
べっく（阿部裕志さん）
1978年愛媛県生まれ。京都大学大学
院にてチタン合金の研究で修士号を取
得後、トヨタ自動車の生産技術エンジ
ニアとして働くが、現代社会のあり方に
疑問を抱き、2008年海士町に移住、
起業。島の魅力を高める地域づくり事
業、島外の企業や自治体、大学の研
修を海士町で行う人材育成事業、島産
品の販売や海士町の魅力を発信するメ
ディア事業を行う。田んぼ、素潜り漁、
神楽などローカルな活動を実践しつつ、
イギリス・シューマッハカレッジやドラッ
カースクール・セルフマネジメントなど
のエッセンスを活用した研修プログラム
づくり、JICAと提携し海士町とブータン
との交流づくりなど、グローバルな視点
も取り入れながら、持続可能な未来を
切り拓いている。著書『僕たちは島で、
未来を見ることにした』（木楽舎）

おかべちゃん（岡部有美子さん）

変容ポイント⑤

個人が変わることが
地域を変える
海士町の地域づくりのリーダーであるべっくが、コ
クリ！の場などを通して何度も変容したことが、海
士町に与えた影響は大きい。例えば、彼が自己
犠牲型のリードを止めたことが、地域メンバーの
自主性・主体性を確実に高めている。これは、「個
人が変わることが地域を変える」ことの典型例だ。
個人変容は、本当に地域変容・社会変容につな
がるのだ。
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考察

　7年前、コクリ！プロジェクトを始め
たときには、関係資本・信頼資本・文
化資本などの「目に見えない資本」の
価値や、自分・仲間の「根っこ」とつな
がることの重要性などを深く理解し、
共感していただける方は、正直に言っ
て、決して多くなかった。
　しかし、2018年11月に開催した「コ
クリ！キャンプ2018」では、多くの参
加者から「自分や仲間の『根っこ』とつ
ながることの大切さがよく分かった」と
いった声をいただいた。この中には、
元大臣・企業経営者・地方自治体の
首長・大学教授など、日本社会の中
枢で活躍する方が多数含まれていた。
彼らが、「目に見えない資本が大事だ」

「未分化、『根っこ』につながること、身
体性や集合的なひらめきが大切だ」と
いう私たちのメッセージに、深く共感し
てくれたのだ。その意味で、日本は大
きく変わってきている。そうした変化に
合わせて、コクリ！プロジェクトの活
動は、この7年で市民権を得ることが
できた。そのことを本当に嬉しく思う。
　一方でその間、私の願いは基本的
には変わっていない。私は、私たち全
員に、生まれ持ったギフトがあると信
じている。一人ひとりが、この時代、
この場所に生まれた意味を実感し、使
命を果たしながら生き切って、世界全
体がハーモニーとコ・クリエーションを
起こすようになったら、きっと地域や
世界が進化する「集合的ひらめき」がい
くつも出現すると信じている。
　じゃらんリサーチセンターでさまざま
な地域に出会ったことで、こうした願
いや確信はより一層深まった。天の采
配に深く感謝している。
　今後も、世界全体がハーモニーとコ・
クリエーションを起こす未来を目指しな
がら、皆さんと歩みを続けていきたい。

日本の中枢で活躍する方々が
私たちに深く共感してくれた

じゃらんリサーチセンター
研究員

三田 愛
人材育成、地域力開発を専門
とし、地域変革支援を研究。
米国CTI認定プロフェッショ
ナル・コーチ

とーりま かし 的 ―
開
催
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
経
ち
ま
し
た

が
、
そ
の
後
い
か
が
で
す
か
？

潤　

ま
ず
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
新
富
町

の
参
加
者
の
中
に
、
コ
ク
リ
！
が
き
っ
か

け
で
変
わ
っ
た
方
が
何
人
も
い
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
役
場
の
研
ち
ゃ
ん
（
高
山

研
二
さ
ん
）
は
、
役
場
の
中
で
動
き
を
起

こ
そ
う
と
し
て
い
て
、
会
う
た
び
に

「
や
り
ま
す
よ
！
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
す
し
、
き
ゅ
う
り
農
家
の
太

一
さ
ん
（
猪
俣
太
一
さ
ん
）
の
動
き

も
変
わ
り
ま
し
た
。
森
さ
ん
（
森
哲

也
さ
ん
）
は
、
以
前
は
「
簡
単
に
は

い
か
な
い
よ
」
が
口
癖
で
し
た
が
、

最
近
は
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

言
葉
が
増
え
、
今
は
バ
ニ
ラ
栽
培
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
た
じ
さ
ん
（
但

馬
武
さ
ん
）、
こ
み
ー
さ
ん
（
小
宮

山
利
恵
子
さ
ん
）
な
ど
の
コ
ク
リ
！

メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
も
、「
一
緒
に

何
か
や
ろ
う
」
と
い
う
話
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
開
催
１
～
２
カ
月
前
ま
で
宿
も

開
催
場
所
も
見
つ
か
ら
ず
、
僕
自
身
「
今

回
は
止
め
よ
う
！
」
と
言
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

啓
二　

僕
は
、
コ
ク
リ
！
の
場
は
初
め
て

で
し
た
。
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
は
有
名
な

方
々
ば
か
り
で
し
た
が
、
フ
ラ
ッ
ト
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
。

　

例
え
ば
、
コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

安
宅
さ
ん
（
安
宅
和
人
さ
ん
・
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
チ
ー
フ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
オ
フ
ィ
サ

ー
）
と
僕
で
は
ま
っ
た
く
レ
ベ
ル
が
違
う

の
で
す
が
、
抱
い
て
い
る
想
い
や
向
か
う

方
向
が
近
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
分
か
っ
た
の
は
、
３
日
間
も
一
緒
に

い
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
コ
ク
リ
！
以
外
で

は
で
き
な
い
経
験
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

―
３
日
間
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

最
後
に
潤
さ
ん
が
涙
ぐ
ん
だ
場
面
で
す
。

ど
う
い
う
想
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
か
？

潤　

２
０
１
７
年
４
月
に
こ
ゆ
財
団
を
立

ち
上
げ
て
か
ら
、
ず
っ
と
大
変
で
し
た
。

そ
の
間
、
自
分
が
頑
張
っ
て
皆
を
リ
ー
ド

し
な
く
て
は
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
無

理
や
り
明
る
く
振
る
舞
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
の
は
、「
Ｇ

Ｉ
探
究
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
２
日
目
で
す
。

そ
の
日
、
僕
た
ち
は
未
分
化
ワ
ー
ク
の
1

つ
と
し
て
、「
夢
の
ワ
ー
ク
」
を
体
験
し

ま
し
た
。
自
分
が
よ
く
見
る
夢
に
つ
い
て

身
体
で
表
現
し
た
り
、
考
え
た
り
す
る
ワ

ー
ク
で
す
。
物
騒
な
話
で
す
が
、
僕
は
そ

の
頃
、「
誰
か
を
殺
す
夢
」
を
よ
く
見
て

い
ま
し
た
。
夢
占
い
で
は
、
そ
れ
は
「
自

分
を
変
え
た
い
」
と
い
う
欲
望
の
現
れ
な

コ
ク
リ
！
メ
ン
バ
ー
と
想
い
が

近
い
こ
と
が
分
か
っ
て
嬉
し
い

の
だ
そ
う
で
す
。
夢
の
ワ
ー
ク
を
一
緒
に

や
っ
た
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん（
黒
木
潤
子
さ
ん
）

や
ふ
じ
む
ー
（
藤
村
聡
さ
ん
）
に
助
け
て

も
ら
い
、
僕
は
「
心
の
底
で
は
、
一
人
で

頑
張
る
自
分
を
手
放
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
ん
だ
」
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
そ
う
し

た
ら
、
す
べ
て
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
大
き
か
っ
た
の
は
、
そ
の
夜

の
「
こ
ゆ
夜
市
」
で
、
こ
ゆ
財
団
の
仲
間

た
ち
が
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の

姿
を
見
な
が
ら
、「
こ
の
仲
間
た
ち
を
信

じ
た
い
」
と
心
か
ら
思
え
た
。
そ
れ
が
最

終
日
の
涙
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
、
僕
は
仲
間
を
信
じ
て
任

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
こ
ゆ

財
団
の
経
営
も
半
ば
手
放
し
て
い
ま
す
。

―
啓
二
さ
ん
は
、
潤
さ
ん
の
変
化
を
ど

う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

啓
二　

正
直
、
今
も
厳
し
い
こ
と
は
厳
し

い
ん
で
す
が
、
言
い
方
や
接
し
方
は
、
コ

ク
リ
！
を
境
に
明
ら
か
に
変
わ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
君
を
信
じ
て
待
つ
」
と
い
う

言
葉
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の
意
味

で
は
、
以
前
と
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

潤　

今
は
た
だ
、「
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
楽

し
く
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
強
い

で
す
。
１
０
０
年
後
も
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

の
子
孫
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
新

富
町
を
創
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
こ
ゆ
財

団
と
新
富
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

仲
間
を
信
じ
て

任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

最後に思わず涙ぐむ潤さん

潤さん（齋藤潤一さん・こゆ財団 代表理事）

啓二さん（岡本啓二さん・こゆ財団 執行理事・写真中央）

きゅうり農家
猪俣太一さん

　僕は親の仕事を継いで、ずっと新富町できゅう
り農家をしています。これからも変わることなくや
っていきたいと思ってきました。でも、コクリ！メ
ンバーの皆さんは、転職したり起業したり、ゼロ
スタートで大きなチャレンジをしている方ばかり。
そうした話を聞いているうちに、自分も何か「農業
＋α」で新しい行動を起こしたいという気持ちにな
りました。自分がこれから新しい一歩を踏み出せ
たとしたら、その何割かはコクリ！のおかげです。

新富町役場 
まちおこし政策課
高山研二さん

　正直な話、参加するまでは腰が重かったんです。
誘われるまま、半信半疑で参加しました。でも、
行ってみたら面白くて驚きました。一番刺激を受け
たのは、コクリ！メンバーの皆さんがどのように頑
張っているか、どういったことで悩んでいるか、い
ろいろと話を聞けたことです。自分の視野の狭さ
や頭の固さ、自分の悩みがちっぽけなことが本当
によく分かりました。多くの方が、この場に一度参
加するだけで、世の中の見方や気持ちが一変する
と思います。

自分の悩みが
ちっぽけなことが
よく分かった

新しい行動を
起こしたいという
気持ちになった

変容ポイント⑥

地域の底に眠る願いや希望を
ビジョンとして
共有するようになる
潤さんに起きた自己変容で最も大きいの
は、仲間を信じて任せるようになったこ
と以上に、地域の願いや希望に深く接
し、それをビジョンとして共有し始めたこ
とにあるのではないか。彼はおそらく、「こ
ゆ夜市」で、メンバーやその子孫たちが
ずっと楽しく過ごす姿を夢に見たのだ。
今後、そのビジョンがこゆ財団の原動力
となるに違いない。このようにして、地
域の底に眠る願いや希望をビジョンとし
て共有すると、地域コミュニティは強く
なっていく。

２
０
１
８
年
７
月
、
宮
崎
県
新
富
町
で
「
Ｇ
Ｉ
探
究
ジ
ャ
ー
ニ
ー
in
新
富
町
」を
新
た
に
開
催
し
た
。

新
富
町
側
の
主
催
者
で
あ
る
「
こ
ゆ
財
団
」の
潤
さ
ん
（
齋
藤
潤
一
さ
ん
）、
啓
二
さ
ん
（
岡
本
啓
二
さ
ん
）に

ど
の
よ
う
な
場
だ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
伺
っ
た
。

あ
の
日
、「
一
人
で
頑
張
る
自
分
」を

手
放
し
て
、
す
べ
て
が
変
わ
っ
た

新富町
対談

コクリ！メソッド
2018


